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お米ができるまで

１ 種まき～苗作り・・・４月上旬～５月下旬

芽を出すために袋に入れて７～１０日くらい水につけます。

芽を出すには水分が必要です。水につけることで芽がそろって出ます。

芽が出たら、苗を作る箱に種もみをまき、ビニールハウスで苗を育てます。

2 水田の準備と田植え・・・５月上旬～５月下旬

肥料をまいた後に土をくだいて土と肥料をまぜます。そのあと田んぼに水を入れ、土を

くだいて平らに（代かき）したら苗を植え（田植え）ます。

３ 田植え後～穂が出るまで・・・６月上旬～７月下旬

種もみ

種まき

種もみ

苗作り

お米の生長や天気にあわせて

水の深さを変えます。

お米が病気になりそうになっ

たり、虫に食べられたときは、

薬をまきます。

穂が出て花がさき

(開花)ます。
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４ お米の刈り取り・・・９月中旬～９月下旬

黄金色に水田がかがやいて穂がたわわに実ります。穂が出て５０日くらいでキカイで刈

り取ります。刈り取ったお米には「もみ」が、まだついたままです。

持ち込み

５ かんそう～もみすり～出荷・・９月下旬～

刈り取ったお米は、まだ水を多くさんふくんでいるため、そ

のままでは、カビが生えてきます。そのため、お米の中にあ

る水分を少なくするために「かんそう」させてかわかします。

お米を「かんそう」したら、もみを取り（もみすり）ます。

もみが取れたお米を「げん米」といい、この状態でお米を

色々な場所に売り（出荷）ます。

出荷

げん米は白米や米粉などの形で利用され、いろいろな食べものになって、みんなに

食べられています。

農家がお米を出荷した場所（ＪＡなど）

お米を使っていろいろな品物を作るお店

ごはん おもち おかし お 酒 みりん 冷凍食品


